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地 域 活 動 支 援
セ ン タ ー「南国」

社 会 福 祉 協 議 会

保健福祉センター

• 南国市日吉町２－３－28（社会福祉センター内）☎854－8100
• 福祉全般や生活上の悩みなど、障害者一人一人の状況に合わせ
た相談・支援を行っています。障害者が交流できる場所でもあ
ります。

•南国市日吉町２－３－28（社会福祉センター内）☎863－4444
• 日常生活の相談・支援、ボランティア活動の支援、生活福祉資
金の貸し付けなどを行っています。

•南国市大埇甲320　☎863－7373
• 予防接種や健康診査、さまざまな保健に関する相談・支援など
を行っています。

～共生社会を目指して～フライト・プラン障害者コーナー②フライト・プラン障害者コーナー③
　第３回目である今回は「新なん
こくフライト・プラン～第２次南
国市障害者基本計画～」のアンケ
ート調査の結果をもとに、障害者
の相談場所について考えていきた
いと思います。
　困ったことを解決してもらいた
いときや必要な支援を受けたいと
きには、相談をする相手や機関が
必要になります。アンケートの結
果では、相談する相手として、「家
族」が一番多く、次いで「病院」
「市役所」「施設の職員」などと
なっています。
　相談しづらい理由としては、「曜
日や時間の制約」「プライバシー
保護への不安」「相談場所が分か
らない」などの相談機関に対する
意見が多く、これらは改善すべき
課題と言えます。そのほかにも、
「こちらに知識がないと聞きにく
い」「自分一人ではどうしたらよ
いか分からない」などの意見もあ
りました。
　相談すること自体が負担になら
ないように、周りから声を掛けて
いくなどの関係づくりも必要だと
思われます。

質問項目「困ったことがあるとき、誰に相談しますか？」 人数 割合
①家族 970 29.1%
②病院 679 20.4%
③市役所の窓口（福祉事務所を含む） 479 14.4%
④施設の職員 301 9.0%
⑤友達・仲間・知人 268 8.1%
⑥ヘルパー 99 3.0%
⑦保健福祉センター 94 2.8%
⑦相談はしていない 94 2.8%
⑨民生委員・児童委員 62 1.9%
⑩地域活動支援センター「南国」 56 1.7%
⑪社会福祉協議会 54 1.6%
⑫身体障害者相談員・知的障害者相談員 39 1.2%
⑬障害者団体 37 1.1%
⑭保健所 33 1.0%
　その他 64 1.9%

質問項目「相談しづらいと思うとき、その理由は？」 人数 割合
①特に相談しづらいとは思わない 322 15.0%
②曜日や時間に制約がある 224 10.4%
③プライバシーが守られるのか不安 202 9.4%
④相談場所（窓口）が分からない 168 7.8%
⑤ちょっとした相談には気が引ける 164 7.6%
⑥困ったことがあっても誰かがかかわり解決できている 152 7.1%
⑦相談内容をうまく伝えられない 146 6.8%
⑧信頼できる相談者がいない 141 6.6%
⑨身近な場所で相談できない 123 5.7%
⑩解決に至らない 120 5.6%
⑪自分からは言いにくい（面と向かって話すことが苦手） 99 4.6%
⑫自分一人で考えて解決したい 82 3.8%
⑬電話での相談ができない 80 3.7%
⑭インターネットでの相談ができない 59 2.7%
⑮希望するサービスを受け入れてもらえない 48 2.2%
　その他 21 1.0%

◎南国市内の相談機関 
　南国市内の障害に関する相談機関（窓口）を紹介します。
何かお困りのことなどがありましたら、まずはご相談ください。 

• 南国市大埇甲2301（市役所内）　☎880－6566
• 障害者手帳をはじめ、手当や福祉サービスなど、各種福祉制度
の相談や申請の窓口です。

福 祉 事 務 所
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　それぞれの分野で顕著な
実績と功績が認められる市
民・団体に授与される市民
賞の授与式が、11月３日
「文化の日」にグレース浜
すしで行われました。
　今年の市民賞は、社会福
祉の分野で谷幸三郎さん、
教育文化の分野で平山尙男
さんと濵田伸夫さんが受賞
しました。今後のますます
の活躍が期待されます。

南 国 市 民 賞第42回第42回
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